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決算報告決算報告

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

総
額
１
０
１
億
３
，
８
１
９
万
円
、
歳
出
総

額
94
億
５
，
８
４
５
万
円
、
差
引
６
億
７
，

９
７
４
万
円
で
、
翌
年
度
繰
越
財
源
を
引
い
た
実

質
収
支
額
は
６
億
５
，
２
８
１
万
円
で
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

合
併
後
、
３
回
目
の
決
算
で
す
。
財
政
事
情
が

悪
化
す
る
な
か
、
予
算
執
行
に
際
し
て
は
経
費
節

減
努
力
及
び
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
歳
出
総
額
を

抑
制
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
実
質

単
年
度
収
支
額
は
、
３
，
４
２
７
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、普※

注
意
１通

会
計
で
も
実
質
単
年
度
収
支
は
４
，

９
６
９
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
地
方
特
例
交
付

金
な
ど
の
減
収
、
ま
た
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
や
老
人
医
療
費
に
伴
う
繰
出
金
の
増
な
ど
で
、

経
常
収
支
比
率
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
１
０
０
％

を
越
え
、
１
０
２
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
及

び
「
財
政
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改

革
を
具
体
的
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

既
に
、
各
種
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
廃
止
・
縮
小

し
た
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
改
革
を
実

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
財
政
の
健
全
化
の
た
め

さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
注
意
１

　

普
通
会
計
と
は
…

　

普
通
会
計
と
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
の
把

握
や
比
較
・
分
析
な
ど
に

用
い
ら
れ
る
統
計
上
の
会

計
で
す
。

　

地
方
自
治
体
の
会
計

は
、「
一
般
会
計
」
と
「
特

別
会
計
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自

治
体
ご
と
で
各
会
計
の
範

囲
が
異
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
定
の
基
準
で
区
分

し
な
お
し
た
会
計
を
用
い

て
財
政
統
計
を
作
成
し
ま

す
が
、
こ
の
た
め
の
会
計

を
「
普
通
会
計
」
と
い
い

ま
す
。

　

築
上
町
で
は
、
次
の
会

計
が
普
通
会
計
と
し
て
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
及
び
４
特
別

会
計
（
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
、
奨

学
金
貸
付
事
業
特
別
会

計
、
椎
田
駅
前
周
辺
活
性

化
促
進
事
業
特
別
会
計
、

霊
園
事
業
特
別
会
計
）

※　決算の詳細については、財政課備え付けの決算書をご覧いただけます。
※　「集中改革プラン」及び「財政健全化計画」は、町ホームページにも掲載しています。

● 平成 19 年度会計別決算の状況

　※ 1 万円未満は四捨五入で調整

　会 計 名 歳    入 歳    出 差引（形式収支） 単年度収支

一　般　会　計 101 億 3,819 万円 94 億 5,845 万円 6 億 7,974 万円 2,835 万円

特　

 

別　

会　

計

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 3,246 万円 3 億 9,531 万円 ▲ 3 億 6,285 万円 ▲ 297 万円

奨 学 金 貸 付 事 業 343 万円 154 万円 189 万円 9 万円

椎田駅前周辺活性化促進事業 293 万円 0 万円 293 万円 122 万円

霊 園 事 業 1,405 万円 1,276 万円 129 万円 ▲ 614 万円

国 民 健 康 保 険 26 億 4,133 万円 28 億 1,769 万円 ▲ 1 億 7,636 万円 ▲ 1 億　639 万円

老 人 保 健 30 億   265 万円 30 億 2,575 万円 ▲ 2,310 万円 ▲ 1,323 万円

特定環境保全公共下水道事業 4 億 2,978 万円 4 億 2,575 万円 403 万円 29 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 2 億 1,870 万円 2 億 1,266 万円 604 万円 118 万円

簡 易 水 道 事 業 1 億 4,637 万円 1 億 4,275 万円 362 万円 324 万円

特 別 会 計 　 計 64 億 9,170 万円 70 億 3,421 万円 ▲ 5 億 4,251 万円 ▲ 1 億 2,271 万円

合                  計 166 億 2,989 万円 164 億 9,266 万円 1 億 3,723 万円 ▲ 9,436 万円

平成 19 年度　築上町の決算

平
成
19
年
度
決
算
の
概
要
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特別会計歳入歳出決算書

築上町



決算報告決算報告

● 平成 19 年度末町債現在高（町の借金）

会    計    区    分 17 年度末現在額 18 年度末現在額 19 年度末現在額

一 般 会 計 143 億 1,665 万円 140 億 4,126 万円 133 億 2,748 万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 1 億 1,200 万円 6,881 万円 3,898 万円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 9 億 2,020 万円 10 億 7,330 万円 12 億 4,570 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 15 億 1,134 万円 15 億 5,329 万円 15 億 8,332 万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 9 億 9,371 万円 9 億 7,119 万円 9 億 4,789 万円

旧 共 立 衛 生 施 設 組 合 分 一般会計に統合

合          計 178 億 5,390 万円 177 億  785 万円 171 億 4,337 万円

● 町民一人、一世帯あたりの町債現在高（借金）

18 年度 19 年度

一 人 あ た り の 町 債 残 高 832,879 円 815,807 円

一 世 帯 あ た り の 町 債 残 高 1,971,043 円 1,916,317 円

● 平成 19 年度末基金現在高（町の預金）

基　    金   　 名 17 年度末現在額 18 年度末現在額 19 年度末現在額

財 政 調 整 等 積 立 基 金 2 億 8,201 万円 2 億 8,709 万円 2 億 9,301 万円

減 債 基 金 7 億 2,685 万円 4 億 3,196 万円 4 億 3,258 万円

そ の 他 目 的 基 金 4 億   257 万円 9 億 9,948 万円 16 億   220 万円

そ の 他 運 用 基 金
（ 高 額 療 養 費 支 払 資 金 貸 付 基 金 ） 550 万円 550 万円 550 万円

合          計 14 億 1,693 万円 17 億 2,403 万円 23 億 3,329 万円

※財政調整等積立基金とは…収入の減少や不測の支出増加に備え積立てた財源（一般家庭の預貯金と同じようなもの）
※減債基金とは………地方債（借入金）の償還に充てるために積立てた財源
※ その他目的基金の増は、合併特例事業により 3.6 億円、再編交付金事業により 2.4 億円の基金造成を行ったため。

● 町民一人、一世帯あたりの基金現在高（預金）

● その他主な財政数値（普通会計）

18 年度 19 年度

一 人 あ た り の 基 金 残 高 81,089 円 111,035 円

一 世 帯 あ た り の 基 金 残 高 191,900 円 260,820 円

18 年度 19 年度

経    常    収    支    比    率 105.0% 102.6 ％

実   質   公   債   費   比   率 18.3% 17.8 ％

財      政      力      指      数           0.337           0.353
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平成 19 年度  築上町の健全化判断比率等
　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
前
年
度
決
算
に
お
け

る
財
政
の
健
全
化
を
示
す
４
つ
の
健
全
化

判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
）
並
び
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
示
す
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

議
会
へ
の
報
告
と
住
民
へ
の
公
表
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
早
期

健
全
化
（
自
主
的
か
つ
計
画
的
に
そ
の
財

政
の
健
全
化
を
図
る
）
基
準
と
財
政
再

生
（
自
主
的
な
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
、
計
画
的
に

そ
の
財
政
の
健
全
化
を
図
る
）
基
準
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
で
も
基
準
を
超
え

た
場
合
は
、「
財
政
健
全
化
（
財
政
再
生
）

計
画
」
を
作
成
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
金

不
足
比
率
に
お
い
て
も
、
経
営
健
全
化
基

準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
基
準
を
超
え
た

場
合
は
、「
経
営
健
全
化
計
画
」を
作
成
し
、

経
営
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

本
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
は
下
表
の
と
お
り
、
す
べ
て
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
築
上
町
の
財
政
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
て
行
い
ま

す
。

●健全化判断比率

●資金不足比率

　※備考　 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、
「－（該当なし）」で表示し、参考に黒字の比率を（△）で示す。

　※備考　資金不足額がない会計は、「－（該当なし）」で表示し、参考に資金剰余の比率を（△）で示す。

項　　目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成１９年度
－ －

17.8 152.6 
( △ 5.07) ( △ 3.31)

早期健全化基準 14.52 19.52 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 40.00 35.0 

項　　目 特 定 環 境 保 全 公 共
下 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業
特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 水 道 事 業 会 計

平成１９年度
－ － － －

( △ 35.6)( △ 41.4) ( △ 13.4) ( △ 5.4)

経営健全化基準 20.0 20.0 20.0 20.0 

●
経
常
収
支
比
率
と
は

　

財
政
の
弾
力
性
（
ゆ
と
り
）
を
見

る
た
め
の
指
標
。
使
途
を
制
限
さ
れ

な
い
経
常
的
な
収
入
（
地
方
税
、
普

通
交
付
税
等
の
毎
年
収
入
さ
れ
る
性

質
の
収
入
）
に
対
す
る
経
常
的
な
支

出
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等

の
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
も

の
）
の
割
合
が
低
い
ほ
ど
、
財
政
に

ゆ
と
り
が
あ
り
、
投
資
的
な
事
業
を

行
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。
100
％
を
超
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
収
入
以
上
の
支
出
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
改
善
が
必
要

と
さ
れ
る
状
態
で
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率
と
は

　

地
方
債
協
議
制
度
へ
の
移
行
に
伴

い
新
た
に
導
入
さ
れ
た
指
標
で
、
毎

年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の

う
ち
、
公
債
費
や
上
下
水
道
事
業
な

ど
企
業
会
計
な
ど
の
公
債
費
支
払
い

に
対
す
る
繰
出
金
な
ど
を
含
め
た
実

質
的
な
負
担
の
割
合
を
い
う
。
こ
の

比
率
が
18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
発

行
に
際
し
て
県
の
許
可
が
必
要
と
な

る
。
25
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
発

行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

●
財
政
力
指
数
と
は

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
に
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
示
す
指
標
。
財
政
力

指
数
が
高
い
ほ
ど
自
主
財
源
（
地
方

公
共
団
体
が
自
ら
調
達
で
き
る
財

源
）
の
割
合
が
高
く
、
財
政
力
が
強

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
１
を

超
え
る
と
、
普
通
交
付
税
が
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
標
準
財
政
規
模
と
は

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の
標

準
規
模
を
示
し
た
額
で
あ
り
、
普
通

交
付
税
算
定
に
お
け
る
標
準
税
収
入

額
と
譲
与
税
等
に
普
通
交
付
税
を
加

算
し
た
額
。

財
政
用
語
に
つ
い
て

●実質赤字比率とは
　一

注意１　

般会計等の実質赤字の比率。
　　　　　　　　　　一般会計等の実質赤字額
　

実質赤字比率　＝
　　　　標準財政規模

●連結実質赤字比率とは
　す

注意２　

べての会計の実質赤字の比率。
　　　　　　　　　　　　連結実質赤字額
　

連結実質赤字比率　＝
　　標準財政規模

●将来負担比率とは
　 地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実

質的な負債を捉えた比率。
　将来負担比率
　　　 将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

　
＝

　 標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係
る基準財政需要額算入額）

注意１ 一般会計等とは一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、
奨学金貸付事業特別会計、椎田駅前周辺活性化促進事業特別
会計、霊園事業特別会計。

4

決算報告町長だより

注意２ すべての会計とは上記一般会計等と国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、
特定環境保全公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、簡易水道
事業特別会計、水道事業会計。

●資金不足比率とは
　公営企業ごとの資金不足比率。
　　　　　　　　　　資金の不足額
　

資金不足比率　＝
　事業の規模



5

決算報告町長だより

　

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
昔
か
ら
よ

く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
非

常
に
暑
く
、
盆
過
ぎ
か
ら
雨
の
多
い
日

が
続
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
第
３
回
定
例
議
会
の
召
集
を

９
月
８
日
に
行
い
会
期
は
22
日
ま
で
の

15
日
間
で
し
た
。
今
議
会
は
前
年
度
の

決
算
を
審
議
す
る
決
算
議
会
で
築
上
町

一
般
会
計
外
10
会
計
の
決
算
の
審
議
を

い
た
だ
き
、
全
会
計
、
全
議
案
の
認
定
、

可
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
議
案
の
中
で
も
、
敬
老
年
金
を

廃
止
し
、
敬
老
祝
金
条
例
を
設
け
る
議

案
は
昨
年
９
月
、
12
月
議
会
で
賛
成
少

数
で
否
決
、
本
年
６
月
議
会
で
は
取
り

下
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、
町
財
政
改
革

と
制
度
の
見
直
し
が
要
求
さ
れ
る
中
、

今
議
会
で
よ
う
や
く
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
敬
老
年
金
条
例

は
、
今
年
度
、
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
、
今
年
度
11
月
に
、
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
敬
老
年
金
９
千
円
を
80
歳

以
上
の
方
に
支
払
い
ま
す
。
こ
れ
を
も

っ
て
敬
老
年
金
の
制
度
を
終
わ
り
と
し

ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
新
た
に
敬
老
祝
金
の

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
祝
金
は
年

１
回
９
月
に
支
払
い
と
な
り
、
口
座

振
込
を
基
本
と
致
し
ま
す
。
平
成
21
年

度
の
祝
金
は
１
万
６
千
円
、
平
成
22
年

度
は
年
１
万
４
千
円
、
平
成
23
年
度
か

ら
は
年
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

敬
老
年
金
は
国
民
年
金
の
加
入
資
格

の
な
い
方
々
に
年
金
と
し
て
支
給
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
全
て
の
国

民
の
方
が
年
金
へ
の
加
入
義
務
が
あ

り
、
65
歳
以
上
の
方
は
年
金
受
給
を
致

し
て
お
り
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
近
隣
市

町
を
参
考
に
し
ま
す
と
苅
田
町
、
行
橋

市
、
豊
前
市
、
み
や
こ
町
は
敬
老
祝
金

と
し
て
、
77
歳
、
88
歳
、
１
０
０
歳
と

い
っ
た
節
目
の
年
に
祝
金
の
支
給
を
し

て
お
り
、
吉
富
町
、
上
毛
町
は
年
５
，

０
０
０
円
の
敬
老
年
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
懸
案
の
旧
築
城
町
取
得
の
町

有
地
の
未
登
記
の
処
理
状
況
で
す
が
、

町
長
室
だ
よ
り

　

築
上
町
長

　
　
　
　

新　

川　

久　

三

地
権
者
と
そ
の
相
続
人
の
ご
理
解
と
地

元
自
治
会
の
役
員
さ
ん
の
ご
協
力
で
、

よ
う
や
く
旧
城
井
中
学
校
跡
地
の
全
て

が
築
上
町
へ
の
所
有
権
の
移
転
登
記
を

完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
用
地
の

未
登
記
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
者
の
ご

理
解
で
着
実
に
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
て
を
完
了
す
る
に
は
約
10

年
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
職
員
一
同
一
生
懸
命
事
務
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
広

報
に
も
大
相
撲
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た

が
、
築
上
町
か
ら
二
人
の
力
士
が
幕
下

に
番
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
渡
ヶ
嶽

部
屋
の
越
路
出
身
の
琴
禮
さ
ん
と
松
ヶ

根
部
屋
の
下
岩
丸
出
身
の
松
谷
さ
ん
で

す
。両
名
と
も
十
両
昇
進
を
目
指
し
て
、

再
挑
戦
の
位
置
の
番
付
に
い
る
の
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
に
入
り
、
空
気
も
冷
え
込
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
健
康
に
は
十
分
ご
留
意

し
て
い
た
だ
き
、
深
ま
る
秋
を
満
喫
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
　

１
０
０
歳
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
築
上
町
で
は
８
人
の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

敬
老
の
日
（
９
月
15
日
）、
町
長
、
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長
が

８
人
を
訪
問
し
、「
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
記
念
品
と
お
祝
い

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

有
田
イ
セ
さ
ん
、有
永
フ
サ
エ
さ
ん
は
ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
、元
気
い
っ

ぱ
い
で
す
。
有
田
さ
ん
は
、
編
み
物
が
得
意
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
色
々
と

編
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
有
永
さ
ん
は
、
お
住
ま
い
が
商
店
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
元
気
に
店
番
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
の
秘
訣
を
尋
ね

る
と
、「
健
康
サ
ロ
ン
と
長
年
続
け
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
し
ょ
う
か
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
。
皆
さ
ん
の

貴
重
な
経
験
を
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
１
０
０
歳
訪
問

▲有田イセさん（湊）

▲有永フサエさん（椎田）

岩井マツヨさん

田中キクヱさん

古田アサコさん

髙島ツヤコさん

鳥居ハナさん

室谷コヨノさん
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裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

な
ぜ
、
裁
判
員
制
度
が

導
入
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
住
民
の
皆

さ
ま
が
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ま
の
視
点
、
感
覚

が
裁
判
の
内
容
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

感
覚
や
経
験
に
根
ざ
し
た
、
新
鮮

で
多
様
な
視
点
が
も
た
ら
さ
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
裁
判
が
身
近
に

な
り
、
皆
さ
ま
の
司
法
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ま
が
自
分
を
取

り
巻
く
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
よ
り
良
い
社
会

へ
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
裁
判
員
が
参
加
す
る
事
件

　

代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の

よ
う
な
場
合
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

② 

強
盗
が
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ

る
い
は
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強

盗
致
死
傷
）

③ 

人
に
け
が
を
さ
せ
、そ
の
結
果
、

死
亡
さ
せ
た
場
合（
傷
害
致
死
）

④ 

ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、

自
動
車
を
運
転
し
て
人
を
ひ

き
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
危
険

運
転
致
死
）

⑤ 

人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し

た
場
合（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

⑥ 

身
の
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人

を
誘
拐
し
た
場
合
（
身
の
代
金

目
的
誘
拐
）

⑦ 

子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放

置
し
て
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保

護
責
任
者
遺
棄
致
死
）

　
　裁

判
員
に
選
ば
れ
る
ま
で

（
審
理
日
数
３
日
程
度
の
場
合
）

　

最
初
に
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に

裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま

す
。
裁
判
員
は
、
こ
の
候
補
者
名

簿
の
中
か
ら
１
つ
の
事
件
ご
と
に

裁
判
所
に
お
け
る
選
任
手
続
き
に

よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
作
成

　
（
前
年
の
秋
頃
）

　

各
地
方
裁
判
所
の
管
内
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
権
の

あ
る
人
の
中
か
ら
翌
年
の
裁
判
員

候
補
者
と
な
る
人
を
く
じ
で
選
ん

で
作
成
し
た
名
簿
に
基
づ
き
、
裁

判
所
ご
と
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿

を
作
り
ま
す
。

② 
候
補
者
へ
の
通
知
・
調
査
票
の

送
付
（
毎
年
12
月
頃
ま
で
）

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ

れ
た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。ま
た
、

就
職
禁
止
事
由
や
客
観
的
な
辞
退

事
由
に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
を
た
ず
ね
る
「
調
査
票
」
を

送
付
し
ま
す
。
調
査
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
も
ら

い
、
明
ら
か
に
裁
判
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
や
、
１
年
を
通

じ
て
辞
退
事
由
が
認
め
ら
れ
る
人

は
、
裁
判
所
に
呼
ば
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③ 

事
件
ご
と
に
名
簿
の
中
か
ら
、

く
じ
で
裁
判
員
候
補
者
が
選
ば

れ
ま
す
。

　

事
件
ご
と
に
①
の
裁
判
員
候
補

者
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
、
裁
判

員
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
く
じ
で

選
ば
れ
る
人
数
は
、
事
件
ご
と
に

異
な
り
ま
す
が
、
通
常
、
１
件
あ

た
り
50
人
か
ら
１
０
０
人
程
度
と

な
り
ま
す
。

④ 

選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ

（
呼
出
状
）・
質
問
票
の
送
付（
原

則
、
裁
判
の
６
週
間
前
ま
で
。

通
常
よ
り
長
い
事
件
の
場
合
、

８
週
間
程
度
前
ま
で
）

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補

者
に
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ

（
呼
出
状
）
を
送
付
し
、
そ
の
際
、

質
問
票
を
同
封
し
ま
す
。
質
問
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し

て
も
ら
い
、
質
問
票
の
記
載
か
ら
、

辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
呼

出
し
を
取
り
消
し
ま
す
の
で
、
裁

裁
判
員
制
度
は
平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
全
国
60
ヵ
所
で
始
ま
り
ま
す

　

来
年
５
月
21
日
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制
度
。
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に

参
加
し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
決
め
る
「
国
民
の
司
法
参
加
」
を
実
現
す
る
制
度
で
す
。

福岡県内で、裁判員裁判が行われる裁判所は、

福岡地方裁判所（本庁）・福岡地方裁判所小倉支部の２カ所です。

　　　築上町は下図の福岡地方裁判所小倉支部の管轄となります。

岡垣町

芦屋町

水巻町
遠賀町

中間市

北九州市

苅田町

行橋市

みやこ町
築上町

豊前市

吉冨町

上毛町

福岡地方裁判所小倉支部
（北九州市小倉北区金田 1-4-1）

☎ 093-561-3431
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官
と
一
緒
に
刑
事
事
件
の
審
理（
公

判
と
い
い
ま
す
）
に
出
席
し
ま
す
。

　

公
判
で
は
、
証
拠
と
し
て
提
出

さ
れ
た
物
や
書
類
を
取
り
調
べ
る

ほ
か
、
証
人
や
被
告
人
に
対
す
る

質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判
員
か

ら
、
証
人
等
に
質
問
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

②
評
議
、評
決
を
す
る
（
非
公
開
）

　
　

証
拠
に
基
づ
い
て
、
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し

た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を

裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し
（
評

議
）、
決
定
し
ま
す
（
評
決
）。
有

罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
に
つ
い
て
の

裁
判
員
の
意
見
は
、
裁
判
官
と
同

じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

③
判
決
宣
告
（
公
開
）

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で

裁
判
長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま
す
。

　

裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
裁

判
長
が
行
う
判
決
宣
告
に
立
ち
会

い
、
そ
の
職
務
を
終
え
ま
す
。

　
　裁

判
員
裁
判
の
日
数

　

裁
判
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、
裁
判
に
か
か
る
日
数

が
で
き
る
だ
け
短
く
な
る
よ
う

に
、
様
々
な
工
夫
や
努
力
を
行
い

ま
す
。
例
え
ば
、
裁
判
に
お
け
る

争
点
や
証
拠
を
事
前
に
整
理
し
た

り
、
で
き
る
だ
け
裁
判
を
連
日
的

に
開
廷
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
く
の
事
件
は
数
日
間
で
終

わ
り
ま
す
。

判
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
選
任
手
続
（
裁
判
の
当
日
）

　

選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ

（
呼
出
状
）
を
受
け
取
っ
た
裁
判

員
候
補
者
は
、
選
任
手
続
の
当

日
、
裁
判
所
へ
行
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
裁
判
長
は
、
候
補
者
に
対

し
、
不
公
平
な
裁
判
を
す
る
お
そ

れ
の
有
無
、
辞
退
希
望
の
有
無
・

理
由
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

す
。
候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
す
る
た
め
、
こ
の
手
続
は
非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
６
人
の
裁
判
員
を
選
任

　

最
終
的
に
事
件
ご
と
に
裁
判
員

６
人
（
必
要
な
場
合
に
は
補
充
裁

判
員
も
選
任
）
が
選
ば
れ
ま
す
。

通
常
の
事
件
で
あ
れ
ば
、
午
前
中

に
選
任
手
続
を
終
了
し
、
午
後
か

ら
審
理
を
開
始
し
ま
す
。

　
　裁

判
員
の
仕
事

　

次
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
公
判
に
出
席
す
る
（
公
開
）

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判

裁判員裁判の流れ
候補者名簿
の作成

○�選挙人名簿から、翌年の裁判員候補者になる
人をくじで選び、裁判員候補者名簿を作成し
ます。

候補者への
通知・調査票
の送付

○�名簿に登載された方に、名前が載ったことを
お知らせし、調査票を送ります。

○�調査票に必要事項を記入して、返送していた
だきます。

事件ごとの
裁判員候補
者の選定

○�事件ごとに、候補者の中から、くじにより裁
判員候補者を選びます。

○�１件あたり、50～ 100 人が選ばれると予想
されます。

呼出状・
質問表の
送付

○�事件ごとの候補者に、裁判の期日を知らせる
呼出状と質問票を送付します。

選任手続 ○�裁判の当日、裁判所に来ていただきます。
○裁判長から、質問をします。

裁判員
補充裁判員
の選任

○除外されなかった候補者のなかから、
　裁判員６人、補充裁判員２人程度を、
　くじで選びます。

毎
年
12　
月
こ
ろ

冒頭手続
（法廷）

○被告人の確認（人定質問）
○検察官が起訴状を朗読
○被告人、弁護人の陳述

審　　理
（法廷）

○証拠調べ手続（証拠書類、証人等）
○弁護手続
　◦検察官の意見・求刑
　◦弁護人、被告人の意見

評　　議
（評議室）

裁判員と裁判官で話し合い、
有罪・無罪や刑の内容を決めます。

判決宣告
（法廷） ○裁判長による判決の言渡し

裁
判
の
約
６
週
間
前

裁
判
の
当
日
（
裁
判
の
多
く
は
３
日
程
度
で
終
わ
り
ま
す
）

公判に出席する

評議・評決
を行う

判決宣告に
立ち会う

裁判員の仕事

裁判官３人 裁判員６人
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裁判員制度

　
　裁

判
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す

る
人
（
20
歳
以
上
）
で
あ
れ
ば
、

原
則
と
し
て
誰
で
も
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う

な
人
は
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

○ 

欠
格
事
由
に
該
当
す
る
人

　

・ 

義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な

い
人
（
義
務
教
育
を
終
了
し

た
人
と
同
等
以
上
の
学
識
の

あ
る
人
は
除
き
ま
す
）

　

・ 

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
人

　

・ 

心
身
の
故
障
の
た
め
裁
判
員

の
職
務
遂
行
に
著
し
い
支
障

の
あ
る
人　

な
ど

○
就
職
禁
止
事
由
に
該
当
す
る
人

　

・ 

国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
国

の
行
政
機
関
の
幹
部
職
員

　

・ 

司
法
関
係
者
（
裁
判
官
、
検

察
官
、
弁
護
士
等
）、
警
察
官

　

・ 

都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村

長
（
特
別
区
長
も
含
む
）

　

・
自
衛
官　

な
ど

○ 

事
件
に
関
連
す
る
不
適
格
事
由

に
該
当
す
る
人

　

・ 

審
理
す
る
事
件
の
被
告
人
又

は
被
害
者
本
人
、そ
の
親
族
、

同
居
人　

な
ど

○
そ
の
他
の
不
適
格
事
由

　

裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
人

裁
判
員
の
辞
退
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
辞
退
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申

し
出
を
し
て
、
裁
判
所
か
ら
そ
の
よ

う
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば

辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
70
歳
以
上
の
人

②
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

　
（
た
だ
し
、会
期
中
に
限
り
ま
す
。）

③
学
生
又
は
生
徒

④ 

過
去
５
年
以
内
に
裁
判
員
、
検

察
審
査
員
を
務
め
た
こ
と
や
過

去
１
年
以
内
に
裁
判
員
候
補
者

と
し
て
裁
判
所
に
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
人
等

⑤ 

一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
っ
て
、
裁
判
員
の
職
務
を
行

う
こ
と
や
裁
判
所
に
行
く
こ
と

が
困
難
な
人

裁
判
員
の
守
秘
義
務

　

裁
判
員
は
「
評
議
の
秘
密
」
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
評

議
の
秘
密
と
は
、
非
公
開
の
評
議

で
誰
が
ど
の
よ
う
な
意
見
を
言
っ

た
か
と
い
う
こ
と
な
ど
で
す
。
後

で
公
に
さ
れ
る
の
で
は
、
批
判
等

を
お
そ
れ
て
、
自
由
な
意
見
交
換

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
の
仕
事
を
す
る

う
え
で
知
っ
た
、
事
件
と
関
係
の

な
い
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

の
秘
密
も
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
秘
密
を
も

ら
す
行
為
に
つ
い
て
は
、
罰
則

が
あ
り
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
又
は
裁
判
員

の
日
当
や
交
通
費

　

裁
判
員
候
補
者
又
は
裁
判
員

と
し
て
裁
判
所
に
来
た
方
全
員

に
、
日
当
と
交
通
費
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

日
当
の
具
体
的
な
金
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員

　

１
日
当
た
り

　
　
　

１
０
，
０
０
０
円
以
内

裁
判
員
候
補
者

　

１
日
あ
た
り

　
　
　
　

８
，
０
０
０
円
以
内

　

こ
の
他
、
裁
判
所
か
ら
家
が

遠
い
な
ど
の
理
由
で
、
宿
泊
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
宿

泊
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。　

　来年５月 21 日から始まる裁判員制度。国民が裁判に参加することによって、法律の専門家ではない一般人の
感覚が裁判の内容に反映され、司法に対する理解と信頼が深まることが期待されています。裁判員制度へのご理
解とご協力をお願いします。
　問い合わせ　福岡地方裁判所小倉支部　☎ 093（561）3431

　平成18年の裁判員制度の
対象となる事件は、3,111件
でした。
　日本全国の選挙権をもって
いる人の数が約１億355万人
（平成18年９月現在）なので、
仮に１事件につき裁判員候補
者として50人から100人が
呼ばれるとすると、１年間で
約330人から660人に１人が
裁判員候補者として呼ばれる
ことになります。

　裁判員は、法廷で聞いた証人の証言などの証拠
に基づいて、他の裁判員や裁判官とともに行う評
議を通じ、被告人が有罪か無罪か、有罪だとした
らどんな刑にするべきかを判断します。例えば、
目撃者の証言などに基づいて、被告人が被害者を
ナイフで刺したかどうかを判断することは、皆さ
んが、日常生活における色々な情報に基づいて、
ある事実があったかなかったかを判断しているこ
とと基本的に同じであり、特に法律知識は必要あ
りません。
　なお、有罪か無罪かの判断の前提として法律知
識が必要な場合は、裁判官から分かりやすく説明
されますので、心配ありません。
　さらに、検察官や弁護人も、裁判官の皆さんに
分かりやすい裁判が行われるよう努力します。

　裁判員の名前や住所などは公にされま
せん。
　評議の際にどの裁判員がどんな意見を
述べたかは、明らかにされません。裁判
員の安全を確保するために、裁判員やそ
の親族に対し、威迫行為をした者を処罰
する規定が設けられています。
　なお、裁判員やその親族に危害が加え
られるおそれがあり、裁判員の関与が非
常に難しいような、ごく例外的な事件は、
裁判員が加わらず裁判官だけで裁判を行
う場合があります。

裁判員候補者として
裁判所から呼ばれる
可能性はどれくらい
ですか？

裁判員は
法律のことを知らなくても
大丈夫ですか？

裁判員になったことによって、
トラブルに巻き込まれたり
しませんか？

裁判員制度
Q&A

裁判員制度
Q&A
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－長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料のお知らせ－

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入する前日まで被用者保険の
被扶養者であった方も 10 月から保険料の納付がはじまります。

●軽減内容
　被保険者となる月から 2 年間→均等割額：５割 軽減
　※所得割額はかかりません。
●平成 20 年度における保険料の特別措置
　平成 20 年４月～９月まで→保険料負担なし
　平成 20 年 10 月～ 21 年 3 月→均等割額：９割 軽減
　※所得割額はかかりません。

� この軽減に該当される方で、9月以前に徴収が

開始されている方は「被用者保険の被扶養者であった」

と確認されていない場合があります。その場合は、

お手数ですが、住民課保険係へお知らせください。

《平成 20 年 4 月から平成 20 年 9 月までに被保険者になられた方の例》　　　　　　　　　　金額：円

平成 20 年 平成 21 年
年額

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

特 別 徴 収 ◆ ◆ ◆

2,540
月額 940 800 800

普 通 徴 収 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

月額 540 400 400 400 400 400

９月までは保険料の負担はありません

※平成 20 年７月以降に被保険者になられた方は翌年 3 月までは普通徴収になります。

◆年金支給月（偶数月）の 15 日に年金から天引きされます（白色の封筒でお知らせをお送りしています）。
◇月末までに納付書等で納めて下さい（黄色の封筒でお知らせや納付書をお送りしています）。

◆特別徴収……受給されている年金から保険料を徴収（天引き）すること。
◇普通徴収……市（区）町村から送付される納付書または口座振替によって保険料を徴収すること。

保険料の納付方法を申し出により年金からの保険料天引き（特別徴収）から口座振替へ変更
できるようになりました。

　次の要件を満たす方は申し出により天引きから口座振替へ変更できます。
① 国民健康保険の被保険者であった方で、これまで２年間、保険税の滞納がなく、納期内に確実に納付されていた方
② 年金収入が年額 180 万円未満の方で、確実に世帯主又は配偶者の口座から振替できる方
　※�②の場合、世帯主や配偶者の方の社会保険料控除額が増えることにより、所得税や住民税の額が少なくなる場合が

あります。

納付書で保険料を納められている方は口座振替に
すると安心・便利です。

◎手続き方法
　金融機関の通帳と届出印、現在お持ちの納付書を持参のうえ、各金融機関で申し込みをして下さい。
※ 国民健康保険税を口座振替されていた方で後期高齢者医療保険料も口座振替を希望される場合、新たに金融機関

で手続きをしていただく必要があります。また、同世帯でも一人ひとりに口座振替の手続きが必要となります。
取り扱い金融機関（本・支店、本・支所）
　福岡銀行、西日本シティ銀行、福岡ひびき信用金庫、九州労働金庫、福岡豊築農業協同組合、ゆうちょ銀行

保険料の納付は口座振替を利用すれば

納め忘れもなく安心です。

※ お申し出後、年金からの保険料天引き中止の手続きを行いますが、天引き中止となる月は申し出いただく時期により
変わります。ご了承下さい。

問い合わせ　住民課保険係（内線 236）

口座振替の申請時に必要なもの
　・金融機関で受付済みの口座振替依頼書（お客様控え）
　・被保険者証
　・認め印

申請場所　住民課保険係
　　　　　支所　総合管理課
※ 希望される方は事前にご連絡ください。口座振替の対

象となるか確認後、手続きしていただきます。



�

－町民の皆さまのご協力をお願いします－

私
の
生
ご
み
減
量
法

ご
み
問
題　―

　

町
の
ご
み
の
現
状　―

　

今
、ご
み
問
題
は
深
刻
で
す
。

ごみ袋
No. ４

　ごみの分別にご協力お願いします
ごみを出す際は、町指定の袋に種類ごとに分別して出してください。

■
生
ご
み
処
理
機
で
エ
コ
運
動
～
城
田
と
み
子
さ
ん
（
上
築
城
）

　

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
前
は
、
魚
の
内
臓
や
果
物
の
皮
を
ご
み
を
出
す

日
ま
で
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
な
ど
、
生
ご
み
の
処
理
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

友
人
か
ら
「
生
ご
み
処
理
機
」
を
深
夜
電
力
で
使
用
す
る
と
３
時
間
で
乾
燥
し

た
肥
料
が
で
き
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ご
み
の
減
量
化
講
座
に

参
加
し
て
、
早
速
購
入
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
使
用
し
て
み
る
と
、
面
白
い
ほ
ど
簡
単
に
肥
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
家
の
木
や
花
の
根
元
に
か
け
る
な
ど
し
て
、
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
の
量
が
投
入
し
た
時
の
20
分
の
１
に
ま
で
減
り
、
悪
臭
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
電
気
代
は
月
に
２
０
０
円
程
度
で
す
。
ご
み
を
出
す
回
数
も
、
週
１
回
（
ご
み
袋
小
）
に
減
り
、
節

約
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
ご
み
処
理
費

用
も
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
月
は
、
実
際
に
生
ご
み
の
減
量
に
取

り
組
ん
で
い
る
お
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

■
Ｅ
Ｍ
菌
で
ご
み
減
量
～
中
川
文
子
さ
ん
（
臼
田
）

　

私
は
、
20
年
前
か
ら
糖
蜜
・
水
・
米
ぬ
か
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
」

を
使
っ
て
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
と
は
、
人
に
役
立
つ
微
生
物

を
混
合
し
、
有
益
性
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
、
使
い
や
す
く
し
た
も
の

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ポ
リ
容
器
に
生
ご
み
と
「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
」
を
交
互
に
入

れ
る
と
、
２
週
間
程
度
で
栄
養
豊
富
な
土
が
で
き
ま
す
。
こ
の
土
を
使
っ
て
栽

培
し
た
野
菜
は
、甘
さ
・
色
つ
や
も
増
し
、虫
も
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｅ
Ｍ
菌
は
汚
れ
落
と
し
な
ど
生
活
の
色
々
な
面
で
役
立
ち
ま
す
。
ご
み
の
減
量

と
い
う
点
か
ら
も
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
ひ
も
な
ど
の
長
い
も
の
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
機
械
に
巻
き
つ
き
、
故
障
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。「
家
庭
ご
み
の
出
し
方
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

分　　類 町指定のごみ袋の種類 対　象　物　品　例
可燃性ごみ
※�生ごみは水分をよく
切って出してください。

青袋に赤字、又は乳白
色の袋に赤字のもの

生ごみ、紙くず、トレー類、紙パック、生花・
枯葉等、紙おむつ（紙おむつの汚物は取り
除いてください）

飲食用のびん
※�必ずフタをはずしてく
ださい。

透明袋に赤字のもの
ジュース類、酒類、調味料などの飲食用の
びん

飲食用のかん 透明袋に緑字のもの
ジュース類、酒類、調味料、缶詰、菓子類
などの飲食用のかん

その他ごみ 透明袋に黄字のもの

革製品、陶器、磁器、カセットテープ類、
ガラス、飲食用以外のかん・びん、飲食用
びんなどのフタ、プラスチック類、おも
ちゃ、小型電化製品、鍋等

生
ご
み
の
処
理
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
環
境
課　

環
境
係
（
内
線
１
４
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
処
理
状
況
を
見
学
さ
れ

た
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　築上町清掃センターでは、町内で集積されたごみを処理しています。平成 19 年度のごみ処理
量は全体で 5,895 トンにのぼります。
　センターでの作業中、可燃性のごみ袋に入れられないボルトなどの金属類やガラス・陶器など
が混入している場合があります。この混入した金属類が原因で、破砕機の刃が折れ、作業が中断
してしまいます。破砕機の取替えや修理には、多額の費用がかかるうえ、ごみ処理作業に支障を
きたします。また、プラスチック類のフタがついたままのびんが入っている場合も多く見受けら
れます。びんの中は水洗いし、フタはその他類のごみ袋に入れてください。ごみを分別しなけれ
ば、リサイクル処理ができなくなります。
　ごみ問題の解決には、一人ひとりの心がけが必要です。皆さまのご協力よろしくお願いします。



行
政
相
談
週
間

10
月
20
日
（
月
）
～
26
日
（
日
）

　

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、

国
や
県
・
町
等
の
行
政
に
対
し
て
、

苦
情
や
意
見
、
要
望
等
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に

届
け
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ

う
、
築
上
町
で
は
、
毎
月
行
政
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
20
日
（
月
）
か
ら

26
日
（
日
）
ま
で
の
行
政
相
談
週

間
に
伴
い
、
特
設
行
政
相
談
も
実

施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
次
の
と
お

り
一
日
合
同
行
政
相
談
所
も
開
設

さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
特
設
行
政
相
談

●
自
愛
の
家

　

日
時　

�

10
月
15
日
（
水
）・
22

日
（
水
）

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

　

行
政
相
談
員　

尾
座
本
健
一
さ
ん

●
築
城
公
民
館

　

日
時　

10
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

　

行
政
相
談
員　

大
森
キ
ヨ
子
さ
ん

◎
一
日
合
同
行
政
相
談

　

日
時　

10
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

10
：
30
～
16
：
00

　

会
場　

小
倉
井
筒
屋

　

問
い
合
わ
せ

　

九
州
管
区
行
政
評
価
局

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
０
８
１

◎
行
政
相
談（
定
例
・
毎
月
１
回
︶

●
自
愛
の
家

　

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

　

行
政
相
談
員　

尾
座
本
健
一
さ
ん

●
築
城
公
民
館

　

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

　

行
政
相
談
員　

大
森
キ
ヨ
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
係（内

線
３
３
４
）

２
０
０
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

全
国
一
斉
に
実
施

平
成
20
年
11
月
１
日
現
在
で

漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
わ

が
国
の
水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
“
水
産
業
の
国
勢
調
査
”

と
も
い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で

す
。
農
林
水
産
省
が
都
道
府
県
・

市
区
町
村
を
通
じ
て
実
施
す
る
調

査
で
、
漁
業
者
や
水
産
関
係
者
の

方
々
の
と
こ
ろ
へ
、
統
計
調
査
員

が
調
査
票
へ
の
記
入
の
お
願
い
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

情
報
政
策
係

（
内
線
３
３
５
）

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

変
更
に
係
る
縦
覧

　

福
岡
県
が
作
成
し
た
都
市
計
画

案
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
17

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の

と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
案

　

�

椎
田
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

縦
覧
場
所

　

建
設
課　

計
画
係

　

福
岡
県
建
築
都
市
部

　
　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
課

縦
覧
期
間

　

10
月
６
日
（
月
）
～
20
日
（
月
）

　

８
：
30
～
17
：
00

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

意
見
書
の
提
出

　

右
記
の
都
市
計
画
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
方
は
、
10
月
20
日

（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、県
知
事（
市

町
経
由
可
）
あ
て
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の

要
旨
は
、
福
岡
県
都
市
計
画
審
議

会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

計
画
係（内

線
３
８
３
）

　

福
岡
県
建
築
都
市
部

　

都
市
計
画
課

　

☎
０
９
２（
６
５
１
）１
１
１
１

平
成
21
年
度
入
学
児
童
就
学
時

健
康
診
断

　

来
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
状
況
を
把
握
し
、
保
健
上
必

要
な
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

��

築
上
町
に
住
所
を
有
し
、
来
年
度

小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん

（
平
成
14
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※�

10
月
初
め
に
ご
家
庭
へ
「
就
学

時
健
康
診
断
通
知
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

◎
築
城
校
区　

　

日
時　

11
月
13
日
（
木
）

　

受
付　

13
：
00
～
14
：
00

　

会
場　

築
城
公
民
館

◎
椎
田
校
区

　

日
時　

11
月
21
日
（
金
）

　

受
付　

13
：
00
～
14
：
00

　

会
場　

中
央
公
民
館

検
査
項
目

　

内
科
・
歯
科
・
視
力
・
聴
力
検
診

持
参
す
る
も
の　

母
子
手
帳

※�

当
日
は
、
保
護
者
又
は
保
護
者
に

代
わ
る
方
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

（
内
線
２
５
３
）

子育て講座参加者募集
●��「絵本の読み聞かせと子どもが育つ大切なもの」
　日時　１０月９日（木）　１０：３０～１１：３０
　会場　築城社会福祉センター
　講師　心理カウンセラー　松本まゆみ氏
　演題　「抱っこぎゅうのおはなし」
　　　　　～絵本もいいね、わらべうたもいいね！

●��「非行防止は、乳幼児期から」
　　～受け止めて！子どものサイン
　日時　１１月１３日（木）１０：３０～１１：３０
　会場　築城社会福祉センター
　講師　飯塚少年サポートセンター少年育成指導官
　　　　　大月祥子氏

※�託児が必要な方は、２日前までにお申し込みください。
その他にも、親子体操・リトミック・料理教室・誕生
会・リフレッシュ講座などを毎月開催しています。詳
しいことは、のびのびメールをご覧になるか、児童館
までお問い合わせください。のびのびメール（毎月発行）
は、チアフルついき・自愛の家・築城社会福祉センター・
あないクリニック・椎田病院・児童館で配布しています。

問い合わせ　児童館　☎（５７）４３００

�

町
内
外
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
築
上
町
役
場　

☎（
５
６
）０
３
０
０　

●
築
上
町
築
城
支
所　

☎（
５
２
）０
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号
は
、
ど
ち
ら
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
も
、
全
課
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
は
じ
め
に
必
ず
課
名
ま
た
は
簡
単
な
用
件
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
番
号
で
取
り
次
ぎ
の
場
合
、
支
所
ま
た
は
本
庁
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

－町内外からのお知らせ－



�

築
上
町
近
郊
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

参
加
資
格

　

�

築
上
郡
又
は
京
都
郡
在
住
の
方

日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

受
付　
　

８
：
30
～

　
　
　

開
会
式　

９
：
00
～

会
場

　

�

築
城
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、

築
城
体
育
館

種
目
及
び
参
加
条
件

●
ト
リ
ム
Ａ
の
部

　

�

女
性
２
人
・
男
性
２
人
、
ト
リ

ム
Ｂ
に
参
加
し
な
い
方

●
ト
リ
ム
Ｂ
の
部

　

�

40
歳
代
の
男
女
・
50
歳
以
上
の

男
女
各
１
人

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

女
性
の
み

参
加
費
用

　

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

　
（
大
会
受
付
時
の
納
入
）

申
込
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
２
４
１
）

築
上
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

参
加
資
格

　

�

築
上
町
近
郊
に
在
住
、
又
は
勤

務
し
て
い
る
方

日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　

受
付　

８
：
30
～

　
　
　

開
会
式　

９
：
00
～

会
場　

椎
田
体
育
館

種
目　

ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
用　

一
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
大
会
当
日
納
入
）

申
込
期
限　

11
月
７
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
２
４
１
）

築
城
養
護
学
校
体
験
教
室

対�
象
者

　

�
知
的
障
害
が
あ
り
、
平
成
21
年

度
に
小
学
１
年
生
又
は
中
学
１

年
生
に
就
学
予
定
の
お
子
さ

ん
、
及
び
保
護
者
の
方

※�

対
象
の
学
年
以
外
の
お
子
さ
ん

で
、
体
験
学
習
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�

時

　

�

10
月
27
日
（
月
）、29
日
（
水
）、

31
日
（
金
）

　

い
ず
れ
も
９
：
50
～
12
：
00

※�

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

内
容

　

お
子
さ
ん
…
教
室
で
の
学
習
体
験

　

�

保
護
者
の
方
…
本
校
教
育
に
つ

い
て
の
説
明
、
校
内
参
観
、
授

業
参
観

参
加
費
用　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

築
城
養
護
学
校

　

☎
（
５
２
）
３
１
２
１

築
上
町
も
み
じ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
参
加
者
募
集

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�

時　

�

11
月
８
日
（
土
）
も
み
じ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

同
時
開
催

　
　

も
み
じ
祭
り
（
９
日
ま
で
）

も
み
じ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

●
18
㎞
（
メ
タ
セ
の
杜
ス
タ
ー
ト
）

●
12
㎞
（
テ
ク
ノ
ス
マ
イ
ル
ス
タ
ー
ト
）

●
９
㎞
（
本
庄
の
大
楠
ス
タ
ー
ト
）

●
４
㎞
（
山
村
自
然
学
校
ス
タ
ー
ト
）

　

い
ず
れ
も
ゴ
ー
ル
は
牧
の
原

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

申
込
期
限　

10
月
24
日
（
金
）
必
着

※�

申
込
用
紙
は
役
場
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
課　

商
工
観
光
係

（
内
線
１
８
２
）

京
築
文
化
と
食
の
祭
典
２
０
０
８

　

古
く
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
神
楽
、
京
築
の

様
々
な
農
産
物
や
水
産
物
、
そ
れ

ら
を
活
か
し
た
食
と
同
時
に
２
つ

が
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

９
：
30
～
17
：
00

会
場　

行
橋
市
民
体
育
館

※�

Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
か
ら
無
料
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

内�

容　

①
京
築
神
楽
の
里
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

京
築
２
市
５
町
の

７
団
体
に
よ
る
神
楽
の
舞
。
築

上
町
か
ら
は
檪
原
神
楽
講
。

　

�

②
京
築
祭
り
ご
っ
そ
う
・
京
築

風
土
（
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
）

人�の�動�き（８月末現在）
　人　口　２０，９３５人
　男　　　１０，０１０人
　女　　　１０，９２５人
　転入　　　　　１０１人
　転出　　　　　　６１人
　出生　　　　　　１８人
　死亡　　　　　　２８人
　世帯数　８，９５７世帯

今  月  の  納  税
町・県民税　　　第３期
国民健康保険税　第４期
今月の町税納期限は、　
　10月 31 日（金）です。
納税は便利な口座振替で
　あなたの預貯金口座から自動的に
納税する口座振替を利用すれば、
納め忘れもなく安心です。
手続き
　金融機関の預貯金通帳とその通帳
に登録してある印鑑を持参のうえ、各
金融機関で申し込みをしてください。
取扱金融機関（本・支店、本・支所）
　・福岡銀行　・西日本シティ銀行
　・福岡ひびき信用金庫
　・九州労働金庫　・ゆうちょ銀行
　・福岡豊築農業協同組合

税金は、納期内に納めましょう。

問い合わせ
　税務課　徴収係（内線 217）

参
加
費
用　

無
料

問�

い
合
わ
せ　

京
築
連
帯
ア
メ
ニ

テ
ィ
都
市
圏
推
進
会
議
事
務
局

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
７
８

青
年
海
外
協
力
隊
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　

開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め

に
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や

経
験
を
生
か
し
て
み
た
い
。

　

そ
う
し
た
強
い
意
識
を
持
っ
て

い
る
青
年
（
20
～
39
歳
）
や
シ
ニ

ア
世
代
（
40
～
69
歳
）
を
派
遣
し
、

支
援
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
々

と
同
じ
言
葉
を
話
し
、
と
も
に
生

活
・
協
働
し
な
が
ら
、
開
発
途
上

国
の
国
づ
く
り
の
た
め
に
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間　

11
月
10
日
ま
で

※
参
加
費
無
料
、予
約
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

九
州
海
外
協
力
協
会

　

☎
０
９
２（
４
１
５
）６
５
３
６

－町内外からのお知らせ－
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－町内外からのお知らせ－

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

体
験
学
習
講
座

●
裂
織

　

日
時　

�

10
月
７
日
（
火
）、
８

日
（
水
）、14
日
（
火
）、

15
日
（
水
）

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

●
紙
ひ
も
の
か
ご
づ
く
り

　

日
時　

10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

９
：
30
～
15
：
30

●
廃
油
石
け
ん
づ
く
り

　

日
時　

10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

９
：
30
～
13
：
00

●
一
関
張
り

　

日
時　

10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

９
：
30
～
13
：
00

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

日
時　

10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

９
：
30
～
13
：
00

●
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り

　

日
時　

10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

●
紙
す
き

　

日
時　

10
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

13
：
00
～
15
：
30

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課　

環
境
係（内

線
１
４
１
）

の
ぞ
い
て
ご
ら
ん
よ
、

山
び
こ
保
育
園

　

山
び
こ
保
育
園
で
は
、「
保
育
園
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
？
」「
保
育

園
を
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
！
」

と
い
う
方
の
質
問
な
ど
に
答
え
る

た
め
に
、「
の
ぞ
い
て
ご
ら
ん
よ
、

山
び
こ
保
育
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
と
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　

９
：
45
～
12
：
30

会
場　

山
び
こ
保
育
園

内�
容　

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！
、

お
楽
し
み
会
、
給
食
試
食
会

※�
除
去
食
が
必
要
な
方
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
10
日
（
金
）

※�

人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

山
び
こ
保
育
園

　

☎
（
５
６
）
４
８
１
９

平
成
20
年
度
介
護
支
援
専
門
員

（
嘱
託
員
）
募
集

応�

募
資
格

　

●�

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
し
て
い
る
方

　

●�

自
家
用
車
に
よ
る
訪
問
業
務

が
可
能
な
方

　

●�

パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が

可
能
な
方

報
酬　

月
額
20
万
円

　
　
　
（
時
間
外
手
当
支
給
）

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

募
集
人
員　

２
人

採
用
方
法　

面
接
（
随
時
実
施
）

申�

込
方
法　

福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
豊
築
支
部
に
申
込
用
紙

を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

面
接
の
結
果
、
採
用
予
定
者
数

に
達
し
た
場
合
は
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　

豊
築
支
部

　

☎
０
９
７
９（
８
４
）１
１
１
１

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
大
会

　

精
神
疾
患
及
び
障
害
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
普
及
啓
発
し
、

自
分
や
周
囲
の
人
々
の
心
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
（
月
）

　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

　
　
　

受
付　

12
：
00
～

会
場　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

内�

容　

●
表
彰
●
講
演
「
わ
た
し

の
こ
こ
ろ
、
あ
な
た
の
こ
こ
ろ

～
こ
こ
ろ
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
で
き
ま
す
か
」
●
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト

講�

師　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
所
長

　

林
田
ス
マ
氏

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

�

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
健
康

増
進
課　

精
神
保
健
係　

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
６
５

福
岡
県
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定

制
度
「
第
６
回
認
定
申
請
」

受
付
期
間

　

10
月
27
日（
月
）～
11
月
10
日（
月
）

申�

請
方
法　

認
定
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

様
式
・
要
綱
等
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受�

付
窓
口　
（
財
）
福
岡
県
建
設

技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

�

福
岡
県
環
境
部
循
環
型
社
会
推

進
課　

リ
サ
イ
ク
ル
係

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
７
２

イ
チ
ジ
ク
（
と
よ
み
つ
ひ
め
）

新
規
栽
培
者
講
習
会

　

イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
に
関
心
の
あ

る
方
、
農
業
に
関
心
の
あ
る
方
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
23
日
（
木
）

　
　
　

13
：
30
～

会
場　

Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
本
所

内
容　

�「
と
よ
み
つ
ひ
め
」
の
栽

培
に
つ
い
て
他

行事名 日程・期間 時　間 会　場 参加料

中世陶磁器展
10/11（土）

～
11/30（日）

9:00 ～ 17:00
（月曜休館）

船迫窯跡公園
体験学習館

無料

銅鏡を作ろう 10/19（日） 10:00 ～ 15:00
船迫窯跡公園
体験学習館

1,000 円
中学以下は
500円

土偶・土笛作り 10/25（土） 10:00 ～ 12:00
船迫窯跡公園
体験学習館

200円

窯跡コンサート
◆津軽三味線と

尺八
11/9（日） 16:00 ～ 17:30

船迫窯跡公園
古代復元建物

無料

古い写真展
11/1（土）
～

11/30（日）

9:00 ～ 17:00
（期間中 4.10.17.
25 日が休館）

築上町歴史
民俗資料館

無料

申込・問い合わせは
　船迫窯跡公園（☎ 52-3771）
　築上町歴史民俗資料館（☎ 56-1575）

築上町　秋の歴史イベント皆さま、ぜひご参加ください。
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－町内外からのお知らせ－

問
い
合
わ
せ

　
�

Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
椎
田
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
５
６
）
２
２
７
１

　

�
Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
築
城
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
５
２
）
０
０
０
９

花
卉
新
規
栽
培
者
講
習
会

椎
田
地
区　

　

日
時　

10
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

９
：
30
～

　

会
場　

�

Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
椎
田
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

築
城
地
区

　

日
時　

10
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

13
：
30
～

　

会
場　

�

Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
下
城
井

支
所

内�

容　

ホ
オ
ズ
キ
・
シ
ン
テ
ッ
ポ

ウ
ユ
リ
の
栽
培
に
つ
い
て
他

問
い
合
わ
せ

　

�

Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
椎
田
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
５
６
）
２
２
７
１

　

�

Ｊ
Ａ
福
岡
豊
築
築
城
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
５
２
）
０
０
０
９

西
日
本
工
業
大
学
公
開
講
座

「
知
識
の
と
び
ら
」

対
象
者　

高
校
生
以
上

期�

間　

10
月
11
日
（
土
）
～
11
月

22
日
（
土
）
全
６
回

　

い
ず
れ
も
９
：
30
～
11
：
25

　

�

但
し
、
11
月
８
日
は
大
学
祭
開

催
中
の
た
め
、開
催
し
ま
せ
ん
。

講
座
内
容

●�

10
月
11
日　

鉄
と
ガ
ラ
ス
の
パ

サ
ー
ジ
ュ
：
遊
歩
の
商
業
空
間

を
再
活
用
～
ア
ー
ケ
ー
ド
か
ら

パ
リ
の
街
が
見
え
る

●�

10
月
18
日　

広
が
る
電
子
地
図

の
仕
組
み
と
応
用
に
つ
い
て

●�

10
月
25
日　

コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
考
え
方
と
中
心
市
街
地

の
活
性
化

●�

11
月
１
日　

ま
ち
づ
く
り
と
市

民
参
加

●�
11
月
15
日　

安
全
な
居
住
地
形

成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●�

11
月
22
日　

近
世
城
下
町
小

倉
・
中
津
の
神
秘

募
集
人
員　

１
０
０
人

申
込
期
限　

10
月
３
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

西
日
本
工
業
大
学

　

☎
（
２
３
）
８
１
９
２

平
成
21
年
度
准
看
護
学
生
募
集

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以
上

試
験
日　
　

12
月
20
日
（
土
）

試
験
科
目　

国
語
・
作
文
・
面
接

募
集
人
員　

30
人（
男
子
若
干
名
）

受
付
期
間

　

11
月
17
日
～
12
月
19
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

�

豊
前
築
上
医
師
会

　

看
護
高
等
専
修
学
校

　

☎
０
９
７
９（
８
２
）０
６
０
７

●
映
画
上
映
会

　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　

９
：
30
～
17
：
04　

コ
マ
ー
レ

　

�

上
映
作
品
：
蟹
工
船
、
雨
に
う
た
え
ば
、

嵐
を
呼
ぶ
男
、　

奇
跡
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

＊
展
示
部
門

　

11
月
１
日
（
土
）
10
：
00
～
16
：
30

　

11
月
２
日
（
日
）
10
：
00
～
16
：
30

　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）
10
：
00
～
16
：
00

※�

築
城
公
民
館
の
展
示
は
11
月
２
日（
日
）

16
：
30
ま
で

椎
田
地
区
展
示
会
場

●�

中
央
公
民
館
…
椎
田
地
区
自
治
会
、
小

学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
町
民
大
学
、

し
い
コ
ミ
、
文
化
財
、
文
化
協
会
椎
田

支
部
の
作
品

●�

コ
マ
ー
レ
…
福
祉
施
設
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
、

文
化
協
会
椎
田
支
部
の
作
品

●�

自
愛
の
家
…
高
齢
者
生
き
が
い
教
室
、
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室
の
作
品

築
城
地
区
展
示
会
場

●�

築
城
公
民
館
…
文
化
協
会
築
城
支
部
の

作
品

●�

チ
ア
フ
ル
つ
い
き
…
築
城
地
区
自
治

会
、
小
学
校
、
保
育
園
、
福
祉
施
設
、

築
上
西
高
分
校
、
同
和
研
修
セ
ン
タ
ー

教
室
の
作
品

問
い
合
わ
せ

　

�

築
上
町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
中
央
公
民
館
）

　

☎
（
５
６
）
０
２
５
１

　

築
城
公
民
館

　

☎
（
５
２
）
０
０
６
６

　

生
涯
学
習
課

　

☎
（
５
２
）
０
０
０
１

　華やかなステージ、美しい作品の数々が
今年も築上町の秋を彩ります。
　皆さまぜひお越しください。
日時
　11月１日（土）、２日（日）、３日（月・祝）
会場　�中央公民館、築城公民館、コマーレ、

チアフルついき、自愛の家

＊
ス
テ
ー
ジ
部
門
（
コ
マ
ー
レ
）

　

�

11
月
１
日
（
土
）

　
　

自
治
会
、
各
教
室
発
表
会

　
　

13
：
00
～
17
：
00

　

�

11
月
２
日
（
日
）

　

�　

�

町
文
化
協
会
（
椎
田
支
部
・
築

城
支
部
）
発
表
会

　
　

10
：
00
～
16
：
00

＊
催
し
物
部
門

●
囲
碁
大
会
（
中
央
公
民
館
）

　

11
月
１
日
（
土
）

　

９
：
00
～
16
：
30

●
茶
道
（
お
茶
席
）

　

築
城
会
場
（
築
城
公
民
館
）

　

11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　

10
：
00
～
15
：
00

　

椎
田
会
場
（
中
央
公
民
館
）

　

11
月
２
日
（
日
）
10
：
00
～
15
：
00

●
仕
舞
・
謡
曲
（
中
央
公
民
館
）

　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　

９
：
30
～
16
：
00

開会式典　11月1日（土）コマーレ
　　　　　10：00～ 10：20
特別公演　倉橋富子フラメンコ
　　　　　スタジオ　プラズエラ
　　　　　10：30～ 11：30
※入場料無料



－保健だより－

�

保
健
だ
よ
り

●
住
民
課　

健
康
増
進
係

　

保
健
セ
ン
タ
ー
チ
ア
フ
ル
つ
い
き　

☎(

５
６)
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高齢者インフルエンザ予防接種

１．対象者
　① 65歳以上の方
　② �60 歳以上 65歳未満の慢性高度心臓・肺・腎臓・

免疫機能不全の方
　※�①②の方で、インフルエンザ予防接種を希望される方
２．会場　町内各医療機関
３．実施期間　10月 14日（火）～ 12月末日
　　※但し医療機関の診療日及び時間内とします
　　※�宮崎リハビリテーション医院については、月～

金曜日の午前中のみ実施

４．接種回数　１回
５．個人負担金　１０００円（生活保護受給者は無料）
６．接種時に必要なもの　
　　被保険者証（生活保護受給者は診療依頼書）

今年もインフルエンザ予防接種を下記のとおり行います。
インフルエンザの予防には、12月中旬までに接種するのが効果的です。体調を見ながら早めに接種を受けましょう。

＜築上町以外の医療機関・施設等でインフルエンザ予防接種を受ける方＞
①福岡県内で予防接種広域化事業に協力を承諾している医療機関での接種
　……「予防接種依頼書」がなくても接種を受けられます。
②県外及び予防接種広域化事業に協力を承諾していない医療機関での接種
　……�「予防接種依頼書」が必要となりますので、少なくとも接種の１週間前に保健センターチアフルついき

まで事前申請書を提出してください。
＊事前申請に必要なもの　印鑑、被保険者証
＊接種料金　一度全額負担してください。接種後の申請によって最高額２０００円までお返しします。
＊接種後の申請に必要なもの　印鑑・接種済証・予診票・予防接種にかかった領収書・口座番号（郵便局以外）
＊接種後の申請期限　平成 21年１月 30日（金）
＊申請・問い合わせ　保健センターチアフルついき（内線７１０）

◆「定期予防接種広域化事業」とは◆
　皆さんの日頃の健康状態を把握している「かかりつけ医」による予防接種を推進し、体調に合わせて安心し
て予防接種が受けられる体制をつくる等、予防接種の機会の拡大を図る事業です。かかりつけ医が町外の場合
は、上記①②を確認して、接種を受けてください。

・２種混合予診票等については、町内の小学校を通じて配布する予定です。
・上記の期日に接種できない方は、平成 21年 3月 31日まで下記の制度で接種することができます。
＊接種出来なかった方の対応
　指定した上記の日時に接種を受けられなかった方を対象に、あないクリニック・片山医院・椎田病院で受けるこ
とができます。直接医療機関に電話して予約の上、予防接種を受けてください。

●定期予防接種広域化事業
　築上町以外のかかりつけ医（福岡県内）が、福岡県予防接種広域化事業を承諾している場合は、「依頼書」がな
くても、体調に合わせて予防接種を受けることができます。
　費用も医療機関から築上町に請求がきますので、自己負担はありません。
　なお、かかりつけ医が「福岡県予防接種広域化事業」に承諾しているか否かは、直接、医療機関に確認していた
だくか、住民課・健康増進係（保健センターチアフルついき）にお尋ねください。

２種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種（小学校６年生対象）
≪対象・接種会場・日時≫

対　象　者 接　種　日 接種医療機関 接種日時

小学校 6年生

（11歳以上 13歳未満）

10 月 25 日（ 土 ）

11 月 １ 日（ 土 ）

11 月 ８ 日（ 土 ）

11 月 15 日（ 土 ）

あないクリニック ８：30～ 12：00

片 山 医 院 ８：30～ 12：00

椎 田 病 院 ９：00～ 10：00

永 尾 医 院 10：00～ 12：00

二 見 医 院 10：00～ 12：00

宮 部 病 院 ９：00～ 10：00
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ぬか床養子縁組
参加者募集

　町内でぬか漬けを作り続けている方（伝承者）
からぬか床を分けていただき、ぬか床未経験
者（継承者）にぬか漬けにチャレンジしてもら
う「ぬか床養子縁組」を今年も開催します。開
催にあたって、ぬか漬けにチャレンジしたい方
を募集します。10組限定で、ぬか床未経験者、
ぬか床を持っていない方を優先させていただき
ます。
　なお、ぬか床の提供にご協力いただける方（伝
承者）も併せて募集しています。ご協力いただ
ける方は下記にご連絡ください。
日時　11月 13日（木）
　　　10：00～ 11：00
会場　保健センターチアフルついき
申込期限　10月 31日（金）
　　　　　※ 10組限定
申込・問い合わせ
　保健センター
　チアフルついき

（内線７１０）　

作り方
①米は炊く 30 分前に洗ってざるにあげておく。
②炊き上がったご飯に合わせ酢を混ぜる。
③しいたけは水で戻し、みじん切りにする。
④�鍋にツナ、ごま、③のしいたけとＡを入れ、汁気
がなくなるまで煮る。

⑤�卵を割りほぐし、Ｂを加えて火にかけ、いり卵を
作る。

⑥�人参は花形に抜いて茹で、絹さやも茹でておく。
⑦�牛乳パックを５㎝幅に切って、型を用意しておく。
⑧�皿に酢で湿らせた型をおき、すし飯、④の具、す
し飯、⑤の卵の順につめ、牛乳パックの底でふた
を作り、のせて型押しし、わくをはずす。

⑨花形にんじんと絹さやを飾る。

材料（２人分）
�・米…１カップ
�・水…１カップと大さじ１
�・酒…小さじ２
�・出し昆布…８㎝
合わせ酢
　�・酢…大さじ１と３分の１
　�・砂糖…大さじ１
　�・塩…小さじ５分の２
�・にんじん…30g
�・絹さや…６枚
�・ツナ缶…50g
�・干ししいたけ…1.5 枚
�・ごま…大さじ３分の２
�・卵…１個
Ａ�
　�・みりん…大さじ３分の１
　�・砂糖…大さじ３分の２
　�・しょうゆ…大さじ２分の１
　�・酒…大さじ３分の１

Ｂ
　�・砂糖…小さじ３分の２
　�・塩…少々

献血にご協力お願いします
　18 歳～ 69 歳までの健康な方ならどなたでもできま
す。（65 歳以上の献血は、60 歳から 64 歳の間に献血
経験のある方に限ります）400ml の献血をお願いしま
す。採血された方は血液検査をしますので、健康管理に
も役立ちます。献血カードの「献血方法別の次回献血可
能日」を確認の上、ご協力お願いします。
期日　10月 27日（月）
会場・時間　役場地下研修室　10：00～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　13：00～ 15：30
問い合わせ　保健センターチアフルついき（内線 710）

成分献血にご協力お願いします
献血基準
　年齢　18歳から65歳まで（血小板成分献血は54歳まで）
　体重　男 45㎏、女性 40㎏以上
期日　10月９日（木）
会場　北九州赤十字血液センター
　　　マイクロバスで送迎します。
　・出発　役場 13：00　築城支所 13：05
　・帰着　17：00
　　※事前予約が必要です。
申込期限　10月６日（月）
申込・問い合わせ
　保健センターチアフルついき（内線 710）

食生活改善推進会　

　旬の野菜の簡単料理紹介
　　　　　　　　　　〈No.17〉

＜花ずし＞
葛城地区　鶴田紀子さん

みなさん、
ぜひお試しください。

食生活改善推進会　会長　鶴田紀子さん　
　合併で築上町食生活改善推進会としてスタート
して現在三年目になります。現代に生きる私たち
は、肥満や生活習慣病の増加、食料の海外依存に

よる自給率の低下、食の安全性、食の偽装など食に関する様々
な問題を抱えています。また、家庭では外食（ファーストフー
ド）依存、インスタントや冷凍食品といった簡単で半調理済み
の食材が浸透しており、家庭で料理を作らないケースが増えて
います。電子レンジで温めるだけの「袋料理」になったのでは
ないかとも言われています。
　食生活改善推進会では、こうした状況を改善し、健全な食生
活を育むためには、まず家庭から食生活を見直していくことが
重要だと考えています。伝統的な食文化や代々受け継がれてき
た料理、安価な食材や地域の旬の食材を使った「おふくろの味」
「家庭の味」が見直される中、食事が楽しいと思える食育環境
を整えるために、食生活改善推進員 87 人で「食育」の推進を
スローガンに掲げ、活動を進めています。この簡単料理紹介が
少しでもお役に立てばと推進会一同願っています。

会長の声



�

－築上町の話題－

－築上町の話題－

町
の
ス
タ
ー

☆

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

「
投
稿
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
情
報
や
投
稿
記
事
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課　

情
報
政
策
係
（
内
線
３
３
５
）

皆で作り上げた敬老会

　９月 13 日・14 日、コマーレで敬老祝

賀会が行われました。今年の対象者は

2,665 人。式典の部では、節目の歳を迎

えられた方に記念品が贈呈、「日本は資源

はないが、ここにいる皆さんのような人

的資源があります。皆さんの素晴らしい

経験を後世に伝えていってほしい」と来

賓からのあいさつが印象的でした。また、

アトラクションの部では歌謡ショーが行

われ、会場は大いに盛り上がりました。

　毎年、自治会や地域の方々、ボランティ

ア団体の方など多くの方の力で作り上げ

られる敬老祝賀会。今年も、自治会の方々、

築上西高校Ｓクラブ、築上町社会福祉協

議会、築上町ボランティア連絡協議会の

協力で盛大な敬老祝賀会となりました。

皆さん、本当にありがとうございました。

練習の成果を発揮～福岡県操法大会

　９月７日、福岡県消防学校で第 20回福岡県操法大会が開催

され、築上町消防団から選抜された団員７人が出場しました。

この大会は、迅速性や正確性及び規律ある行動を競うもので、

２年に１度開催されています。団員は、小型ポンプ操法の部に築

上郡の代表として出場し、日頃の訓練の成果を大いに発揮しまし

た。惜しくも全国大会には出場できませんでしたが、猛暑の中、

重ねてきた訓練や大会での経験はきっと団員たちの糧となること

でしょう。

白い彼岸花祭り

　９月 20 日・21 日、正光寺で白い彼岸花祭りが開催され

ました。今年、境内には約 4000 本の白い彼岸花が咲き誇り、

訪れた人はその美しさに見入っていました。夜はライトアッ

プされ、夕やみに浮かぶ清楚な姿がとても印象的でした。

また、会場では、野点や新米のすくい取り、地域の特産品

の販売も行われるなど、大勢の人が祭りを楽しみました。

第 64 回福岡県展に築上町から５人が入選～おめでとうございます

　芸術や伝統文化の道を極めようとする方々がその腕や技を発表する県展。今年度、出品数 3,948 点の応募が

あり、その中で築上町から次の５人の方が入選されました。おめでとうございます。（敬称略）

・洋画　岡田猛彦（水原）作品名「パズルの街」
　　　　津田都子（有安）作品名「夏の詩（糸瓜）」

・グラフィックデザイン
　小屋敷直矢（西八田）作品名「国旗」

・書（漢字）
　中野カズ（湊）作品名「法慶寺閣上望雲門山」
・書（調和体）　水取由梨香（高塚）作品名「おらが春」
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少年非行防止大会

　９月６日、豊前市民会館で少年非行防止大会が行われました。当日

は、小・中・高校生による意見発表が行われ、子どもたちがそれぞれ

の考えを発表しました。また、築城中学校の生徒による邦楽演奏が行

われ、会場は厳かなムードにつつまれました。非行防止の取り組みが

一層広がることが期待されます。

皆で息を合わせて～八津田小学校運動会

　９月 20 日、八津田小学校で運動会が行われまし

た。当日は、地域住民や保護者参加の競技が行われ、

児童のかわいらしいダンスが披露されました。皆が

日頃の練習の成果を発揮し、その姿に会場からは多

くの人が声援を送っていました。児童にとって、思

い出に残る一日となったことでしょう。

農家にインターンシップ～大学生就農体験

　９月８日、役場で大学生を対象とした農家のインターンシップ

開校式が行われ、９日～ 12 日にかけて農家で実際に農作業に携

わりました。これは、築上町及びその周辺で農業就労希望の学生

が農業就労体験を通じて農業への理解を深め、農家との交流を図

ろうという試みです。築上町では、NPO法人故郷創環未来研究所、

寒田農産加工が学生を受け入れ、福岡、佐賀、長崎県の３大学の

農学部の学生ら８人が参加。８人は就労及びホームステイを体験

しました。

〔投稿のひろば〕

　投稿のひろばでは、みなさんの

おたよりをお待ちしています。

おめでとうございます

　第 25回読売書法展に築上町内から次の方々が

入賞・入選されました。

　作品は 10月 31日～ 11月３日まで西日本総合

展示場新館に展示されます。（敬称略）

・読売奨励賞　白川虹泉（和代・岩丸）
・読売展秀逸　高橋翠見（清己・下香楽）（調和）
・入選
　植野煌月（都・椎田）

　小袋清風（初枝・椎田）

　大山玄峰（敬二・高塚）

　片山清冬（和美・高塚）（調和）

・書法展役員　桑野大抱（義男・上ノ河内）

八津田漁港開港式～長年の夢がかなう

　９月３日、八津田漁港の開港式が現地で行われ、町長をはじめ、

漁協関係者ら約 50 人が出席して漁港の完成を祝いました。式典に

続き、八津田保育園児によるマーチングバンドの演奏、関係者によ

るテープカット、がざみの放流が行われ、豊漁を祈りました。長年

の多くの人の希望や願いが込められた八津田漁港。今後、町の中核

漁港としての役割が期待されています。
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築上町老人クラブ連合会椎田支部
第９回高齢者囲碁交流大会結果（敬称略）

Ａパート　優　勝　中尾信博
　　　　　準優勝　原田　保
　　　　　第３位　末延直樹
　　　　　敢闘賞　橋本忠朝　　　　　

少年相撲、九州大会と全国大会に進出！
おめでとうございます
　第 26 回福岡県少年相撲選手権大会団体の
部で築上町が優勝し、第 21 回全日本小学生
相撲優勝大会九州予選会及び第 14 回全九州
わんぱく相撲大会に進出しました。８月 27
日に８人が役場を訪れ、町長に報告しました。
９月 14 日に行われた同大会で、多武栞汰君
が３位に輝き、全国大会に出場します。全国
大会でも頑張ってください。

築上町老人クラブ連合会
椎田支部ペタンク大会

優　勝　臼田Ａチーム
準優勝　椎田南Ｂチーム
第３位　東高塚Ａチーム
敢闘賞　椎田西Ｂチーム
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。

　

９
月
９
日
～
12
日
、
築
上
町
で
一
週
間
の
農
業
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
大
学
生
の
農
業
体
験
）
が
あ
り
、
佐

賀
大
、
九
州
大
、
長
崎
大
の
学
生
８
人
（
タ
イ
と
中
国

か
ら
の
留
学
生
）
と
参
加
し
ま
し
た
。
交
流
の
中
で
言

葉
が
通
じ
ず
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
僕
も
苦
労
し
ま
し

た
。
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
一

生
懸
命
で
そ
の
馬
鹿
さ
に
爆
笑
で
し
た
。
や
は
り
、
英

語
は
で
き
て
損
は
な
い
で
す
。

　

学
生
と
生
活
を
共
に
す
る
中
で
、
そ
う
い
っ
た
人
と

か
空
気
と
か
、景
色
な
ど
は
物
で
は
な
い
田
舎
し
か
持
っ

て
い
な
い
資
源
な
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

築
上
町
に
来
て
も
う
す
ぐ
半
年
、
刺
激
的
な
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
４
～
６
日
に
か
け
て
全
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
が
東
京
で
一
同
に
集
ま
り
、
中

間
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
に
降
り
立
っ
て
ま
ず
、

東
京
の
蒸
し
暑
さ
と
重
い
空
気
に
驚
き
ま
し
た
。
風
が

な
く
澱
ん
だ
空
気
が
漂
っ
て
い
て
、
通
勤
す
る
人
の
顔

に
も
生
気
が
な
く
（
と
い
う
か
、
他
人
に
ま
っ
た
く
興

味
が
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
）、
疲
れ
た
空

気
が
流
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
去
年
ま
で
こ

の
蒸
し
暑
さ
が
当
た
り
前
で
、
何
も
感
じ
ず
、
何
も
考

え
な
か
っ
た
自
分
の
変
化
（
い
い
意
味
で
田
舎
者
に
な

れ
た
の
か
も
…
）
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
で
も
何
か

誇
ら
し
い
気
も
し
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
他
の
派
遣
地
の
仲
間
に
会
え
、
そ
れ
ぞ

れ
に
悩
み
を
抱
え
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
が

き
、
人
の
助
け
を
借
り
、
も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
た

り
、
も
っ
と
地
域
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
な
ど
と

考
え
て
い
ま
す
。
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
し
、
自
分
が

こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
く
上
で
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
く

て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
研
修
会
で
、「
風
土
」
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。「
風
」
は
よ
そ
者
の
こ
と
で
「
土
」
は
土
着
の

人
つ
ま
り
地
元
の
人
の
こ
と
。「
風
土
」
っ
て
い
う
の

は
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
も
存
在
し
な
い
。「
風
」と「
土
」

が
あ
っ
て
初
め
て
「
風
土
」
に
な
る
。
そ
し
て
「
風
」

は
吹
き
抜
け
る
こ
と
も
あ
る
し
そ
こ
に
留
ま
っ
て「
土
」

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
協
力
隊
が
「
風
」
の

役
割
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、
京
築
神
楽
ラ
イ
ブ
in
北
九
州
空
港

～
毎
日
が
勉
強
～

№６

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

雛
田　

真
彰

Ｂパート　優　勝　中村洋二
　　　　　準優勝　溝口美千雄
　　　　　第３位　成吉暲奎
　　　　　敢闘賞　松井昇治

●訂正とおわび
　９月号の「全国大会優勝！　おめでとうございます」の記事の中で「準優勝　定行和輝君（築城小６年）」
が記載されていませんでした。訂正してお詫びします。



�
－築上町の話題－

★
入
会
者
大
募
集
!!

　

10
月
よ
り
年
会
費
が
半
額
に
な
り
ま
す
!!

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始

め
た
い
方
は
、
し
い
コ
ミ
の
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

※�

詳
し
い
時
間
帯
・
内
容
は
、
体
育
館
・
中
央
公

民
館
の
月
間
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
を
動
か
す
教
室

　

平�

日
（
午
前
）
…
ピ
ン
ポ
ン
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
太
極
拳
・
健
康
ダ
ン
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
バ

イ
キ
ン
グ

　

平�

日
（
夜
）
…
よ
さ
こ
い
・
太
極
拳
・
ス
ポ
ー

ツ
バ
イ
キ
ン
グ
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ピ
ン
ポ

ン
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等
）

　

日
曜
日
…
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
文
化
教
室

　

平
日
…
カ
ラ
オ
ケ
・
押
し
絵

　

日
曜
日
…
囲
碁
・
将
棋
・
民
謡

●
入
会
方
法

　

�

20
年
度
年
会
費（
10
月
か
ら
半
額
１
５
０
０
円
、

21
年
３
月
ま
で
）
＋
ス
ポ
ー
ツ
保
険
（
中
学
以

下
５
０
０
円
、
59
歳
ま
で
１
５
０
０
円
、
60
歳

以
上
８
０
０
円
）
＋
手
数
料
（
１
０
０
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

�

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
事
務
局

　

☎
（
５
６
）
０
２
５
１

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
は
色
々
な
人
が
集

ま
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
を
通
じ
て
楽
し
み
を
見
つ
け
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

倶
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

－スポーツ－

きっとみつかるよ、やりたいスポーツ
　～築上町少年スポーツ振興協議会クラブ紹介～ No.5 陸上・椎田少年陸上クラブ

監督　奥本宣行さん

　椎田少年陸上クラブは、“練習で泣いて試合で笑え”を
モットーに青少年の健全育成を目的に結成され、今年で
20周年を迎えることができました。クラブ員は現在36人。
少子化と子どものスポーツ離れが進む中、父母会と指導者、
クラブ員が一体となってなごやかな雰囲気の中で、しつけ
や忍耐力を育んでいます。
　今年６月には、全国大会の最終選考（福岡県）で、リレー
で３位に入賞し、大健闘しました。また、西日本大会では
躍進賞、平成18年にはクラブの活躍に対し、県知事感謝
状も受け、喜びに耐えません。
　クラブでは、毎週の練習の他にお別れ会や歓迎会、町内
のスポーツ大会、奉仕活動に積極的に取り組み、活動を通
して道徳心や感謝の気持ちを学んでいます。夏休みの合宿
（キャンプ）では、共同生活の中で助け合いの気持ちを養い、
秋の山登りでは忍耐力をつけています。町内外の大会等に

参加して他地域の子どもたちとふれあい、交流を深め、遠
征では親子の絆も深めています。
　今では、200人もの卒業生がインターハイ、全国高校駅
伝、大学箱根駅伝、九州一周駅伝等で活躍しています。皆
が成長し、学生や社会人になった姿を見ると、とても嬉し
く思います。（まもなく二世が入部してくれるのを楽しみ
にしています）
　これからも子どもたちが楽しく活動できるよう、コーチ
や役員、父母が一丸となって子どもの健全育成を目指して
更に努力してまいりますので、町民の皆さまの応援よろし
くお願いいたします。　また、20年間手書きのクラブ新
聞を発行し、現在78刊を数えます。節目の10年誌を発行
し、現在は20年誌発行に向けて準備を進めています。
　小学生の皆さん、今すぐ陸上を始めてみませんか？　ク
ラブでは大歓迎いたします。



�

　

行事予定表　10 月１日～ 31 日

●コマーレ・築上町図書館休館日：毎週火曜日　●築城図書館休館日：毎週火曜日・祝日

1 日㈬

・補聴器相談（13：30 ～ 14：30・築城公民館）
・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・自愛の家）
・特定健診等（９：00 ～ 11：30 受付・中央公民館）
・�特定健診結果説明会（～ 16 日）（日時及び会
場は健診時に配布した資料をご覧ください）
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

2日㈭ ・特定健診等（９：00 ～ 11：30 受付・中央公民館）
・子育て相談（11：00 ～ 12：00・児童館）

3日㈮ 　

4日㈯ ・椎田小運動会（９：00 ～）
・第一・第二青蓮保育園運動会（９：00 ～）

5日㈰

・東築城保育園運動会（９：00 ～）
・休日相談医
　豊前市…江本クリニック　☎ 0979-82-2853
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

6 日㈪

・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・�三種混合予防接種（～ 10 日）（医療機関及び
接種曜日・時間は『平成 20 年度築上町予防接
種年間予定表』をご覧ください）

7日㈫ ・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
保健センターチアフルついき）

8日㈬

・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・�ＢＣＧ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・自
愛の家）
・�社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

9日㈭ ・温泉入浴（12：00 ～ 20：30・自愛の家）

10 日㈮ 　�

11 日㈯ ・福間保育園運動会（９：30 ～）

12 日㈰

・ふれあいスポーツフェスティバル 2008
・めぐみ幼稚園運動会（９：00 ～）
・休日相談医
　築上町…永尾医院　☎ 52-0502
　豊前市…豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

13 日㈪

・�体育の日
・�がん検診：椎田地区（～ 20 日）（日時・及び
会場は広報ちくじょう９月１日号をご覧くだ
さい）�
・休日相談医
　吉富町…よしとみ整形外科リウマチ科クリニック

　☎ 0979-25-2225
　豊前市…豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

14 日㈫ ・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・自愛の家）

15 日㈬

・�行政相談（10：00 ～ 15：00・自愛の家、築城
公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

16 日㈭ 　

17 日㈮ ・�乳児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：00 受付・自愛の家）

18 日㈯ ・大楠コンサート（18：00 ～・本庄の大楠）

19 日㈰

・子ども会ソフトバレーボール大会
　（８：30 ～・築城海洋センター体育館）
・休日相談医
　豊前市…小林整形外科医院　☎ 0979-82-2438
　　　　　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

20 日㈪

・�人権相談（13：30 ～ 15：30・椎田人権啓発セ
ンター）
・�楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・�１歳６ヵ月・３歳児健診：築城地区（13：10
～ 14：00 受付・保健センターチアフルついき）

21 日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00・要予約・
保健センターチアフルついき）
・�妊婦さんの調理交流会（10：00～ 13：00要予約・
保健センターチアフルついき）
・�ポリオ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・保
健センターチアフルついき）

22 日㈬

・補聴器相談（９：30 ～ 10：30・築城公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・自愛の家）
・�乳児健診：築城地区（13：10 ～ 14：00 受付・
保健センターチアフルついき）
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

23 日㈭ ・温泉入浴（12：00 ～ 20：30・自愛の家）

24 日㈮

・�福岡県巡回交通事故相談（10：00 ～ 16：00・
行橋市役所）
・�１歳６ヵ月児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：
00 受付・自愛の家）

25 日㈯
・�二種混合予防接種（小学６年生）（医療機関及
び接種曜日・時間は広報ちくじょう 10 月１日
号をご覧ください）

26 日㈰

・�特定健診等（９：00 ～ 11：30 受付・自愛の家）
・休日相談医
　豊前市…渡邊整形外科　☎ 0979-82-2371
　　　　　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

27 日㈪
・�楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・�献血（10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：30 受付・
本庁地下研修室）

28 日㈫ ・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
自愛の家）

29 日㈬ ・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

30 日㈭ 　

31 日㈮ ・�１歳児すくすく教室（13：30 ～ 14：00 受付・
自愛の家）

９月号の表紙

　９月号の表紙のひまわり畑

は本庄の前川芳秋さん所有の

田んぼです。一面のひまわり

畑に皆の笑顔が広がりまし

た。ご協力ありがとうござい

ました。



　　発行：築上町役場　総務課　情報政策係　TEL56-0300（内線 335）　　印刷：㈱文信堂印刷所

　世帯数 333 世帯　人口　約 1100 人

～自然の美しい豊かな環境のもとで
　　　　　心のふれあう住みよい西高塚～

～自然と共存し、相互扶助を基調とした
　生活しやすい心ふれあう豊かな地域づくり～

　世帯数 76 世帯　人口　約 240 人

町の原動力である自治会を

　　　　　　紹介するコーナーです

フレー
フレー

　自治
会 No.2

9

　

西
高
塚
は
、
霊
峰
英
彦
山
を
源
と
し
た
城
井
川
の

流
域
に
栄
え
た
古
い
集
落
で
す
。
エ
リ
ア
内
に
あ
る

眞
光
寺
は
２
０
０
５
年
に
開
創
５
０
０
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、
こ
の
開
創
以
前
か
ら
集
落
が
存
在
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
自
治
会
の
中
心
部
を
国
道
10
号
が
通

り
、交
通
の
便
の
良
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

椎
田
地
区
で
最
も
世
帯
数
が
多
く
、
航
空
自
衛
隊
築

城
基
地
の
園
田
官
舎
、
高
塚
官
舎
が
あ
り
、
小
学
生

を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
居
住
し
て

い
ま
す
。

　

年
間
行
事
の
中
で
最
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
の
が
、
５

月
初
旬
の
神
幸
祭
で
す
。
祭
り
で
は
、
西
高
塚
神
幸
文

化
財
保
存
会
主
催
の
神
幸
車
の
巡
行
、
夜
に
は
夜
市
が

賑
や
か
に
催
さ
れ
ま
す
。
翌
日
は
、
綱
敷
天
満
宮
の
祭

礼
と
し
て
東
・
西
両
高
塚
の
協
力
事
業
で
あ
る
神
輿
が

両
地
域
を
巡
幸
し
ま
す
。
神
幸
祭
は
、
地
域
の
文
化
・

伝
統
・
歴
史
、
さ
ら
に
は
芸
能
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
と

し
て
、
そ
の
伝
統
を
絶
や
さ
ず
に
年
々
祭
り
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
行
事
と
し
て
は
、
峯
原
自
治

会
と
合
同
で
実
施
す
る
環
境
美
化
活
動
、
６
月
の
自
治

会
対
抗
卓
球
大
会
、
７
月
の
子
ど
も
相
撲
大
会
、
８
月

に
は
初
盆
を
迎
え
る
家
族
の
主
催
に
よ
る
合
同
盆
踊
り

大
会
等
が
あ
り
、
特
に
子
ど
も
相
撲
大
会
で
は
、
優
勝

を
含
め
毎
年
見
事
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
婦
人
部

の
活
動
と
し
て
、
月
に
１
回
、
お
年
寄
り
と
の
食
事
会
、

ま
た
、
ミ
ニ
文
化
祭
（
日
帰
り
旅
行
）
な
ど
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
多
い
自
治
会
な
が
ら
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

西
高
塚
自
治
会
で
す
。
長
寿
会
、
保
存
会
、
婦
人
部
、

子
ど
も
会
等
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
各
行
事
を
通
し
て
住
民
同
士
の
ま
と
ま
り
を
強

く
し
、
一
丸
と
な
っ
て
明
る
く
住
み
よ
い
西
高
塚
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

築
上
町
の
西
部
、
城
井
川
の
支
流
で
あ
る
西
郷

川
流
域
の
平
野
部
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
地
域
で
、

安
武
町
自
治
会
か
ら
さ
ら
に
奥
へ
進
ん
だ
と
こ
ろ

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
住
民
は
以
前
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
だ
っ
た
人
が
多
く
、
そ
の
う
ち
２
、３
軒
が
農
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

安
武
第
４
自
治
会
で
は
、
昔
か
ら
上
方
と
下
方

の
集
落
に
分
か
れ
て
い
て
、
全
員
が
集
ま
る
こ
と

の
で
き
る
公
民
館
等
が
な
く
、
行
事
等
も
集
落
ご

と
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
自
治
会
の
課

題
は
、
何
と
い
っ
て
も
上
方
・
下
方
集
落
の
一
体

化
で
す
。
自
治
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
文
化
面
で
優
れ
た
人
が
多
い
こ

と
や
、
住
民
の
間
に
文
化
的
な
催
し
を
浸
透
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
自
治
会
独
自
の
文
化
交
流
会
開

催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、
環
境
美
化
活
動
、
主
に
景
観
の

美
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
コ
ス
モ
ス

の
花
を
一
部
分
だ
け
植
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
多
く
の
人
に
心
を
癒
し
て
も
ら
い
た

い
と
コ
ス
モ
ス
を
１
㎞
に
渡
っ
て
植
え
、
花
の
咲

く
頃
が
楽
し
み
で
す
。

　

今
後
、
自
治
会
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
住
民
皆
が
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
意
思

の
疎
通
を
は
か
り
、
ひ
と
つ
の
自
治
会
と
し
て
ま

と
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
活
発
に
住

民
同
士
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
治
会

の
将
来
を
担
う
人
材
を
発
掘
・
育
成
を
自
治
会
の

発
展
に
つ
な
げ
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
豊
か
な
地
域

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
にし

高
たか

塚
つか

自治会
　自治会長
　井　上　弘　己さん

安
やす

武
たけ

第
だい

４自治会
　自治会長
　出　口　貞　味さん

安武第 4

西高塚


